
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
h t t p : / /www . d a iw a－am . c o . j p /

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ・インドネシア・ルピア債
オープン（毎月分配型）」は、このたび、第
₅₄期の決算を行ないました。

ここに、第₄₉期～第54期中の運用状況をご
報告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<4815>

ダイワ・インドネシア・
ルピア債オープン
（毎月分配型）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券
信 託 期 間 約₁₀年間（₂₀₁₀年₁₀月₁₈日～₂₀₂₀年₁₀月₁₉日）

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を
めざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド ダイワ・インドネシア・ルピア

債マザーファンドの受益証券
ダイワ・インドネシア・
ルピア債マザーファンド インドネシア・ルピア建債券

マザーファンドの
運 用 方 法

①主として、インドネシア・ルピア建債券に投
資することにより、信託財産の着実な成長と安
定した収益の確保をめざして運用を行ないま
す。
②投資にあたっては、以下の方針を基本として
運用を行ないます。
　イ ．投資対象は、インドネシアの政府および

政府関係機関ならびに国際機関等が発行す
る債券とします。

　ロ ．金利や物価の動向、経済情勢や市場環境
等を勘案し、ポートフォリオを構築します。

　ハ ．流動性を確保するため、インドネシア・
ルピア以外の通貨建ての債券に投資を行な
う場合があります。

　ニ ．運用の効率化をはかるため、為替予約取
引および直物為替先渡取引を行なう場合が
あります。

③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジ
は原則として行ないません。

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則として、
継続的な分配を行なうことを目標に分配金額を
決定します。ただし、分配対象額が少額の場合
には、分配を行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないま
す。ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまと
めてベビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主とし
てマザーファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマ
ザーファンドで行なう仕組みです。

運用報告書（全体版）
第49期（決算日　2014年11月17日）
第50期（決算日　2014年12月17日）
第51期（決算日　2015年 1 月19日）
第52期（決算日　2015年 2 月17日）
第53期（決算日　2015年 3 月17日）
第54期（決算日　2015年 4 月17日）



ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）

■最近30期の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

イ ン ド ネ シ ア（ 円 換 算 ） 公 社 債
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

₂₅期末（2012年₁₁月19日） ₁₀, ₉₃₈ ₆₀ ₅. ₁ ₁₂, ₁₀₆ ₅. ₄ ₉₆. ₃ ₁₁, ₃₇₁ 
₂₆期末（2012年₁₂月17日） ₁₁, ₃₃₉ ₆₀ ₄. ₂ ₁₂, ₆₇₃ ₄. ₇ ₉₇. ₇ ₁₂, ₀₂₀ 
₂₇期末（2013年 ₁ 月17日） ₁₁, ₇₃₁ ₆₀ ₄. ₀ ₁₃, ₂₂₈ ₄. ₄ ₉₇. ₀ ₁₁, ₆₀₁ 
₂₈期末（2013年 ₂ 月18日） ₁₂, ₃₉₁ ₆₀ ₆. ₁ ₁₄, ₁₃₄ ₆. ₈ ₉₇. ₆ ₁₁, ₂₂₁ 
₂₉期末（2013年 ₃ 月18日） ₁₂, ₃₄₈ ₆₀ ₀. ₁ ₁₄, ₁₂₇ △  ₀. ₁ ₉₆. ₉ ₁₀, ₂₃₃ 
₃₀期末（2013年 ₄ 月17日） ₁₂, ₆₉₃ ₆₀ ₃. ₃ ₁₄, ₆₉₁ ₄. ₀ ₉₇. ₃ ₉, ₈₁₀ 
₃₁期末（2013年 ₅ 月17日） ₁₃, ₁₅₇ ₆₀ ₄. ₁ ₁₅, ₃₃₀ ₄. ₄ ₉₈. ₂ ₉, ₅₀₄ 
₃₂期末（2013年 ₆ 月17日） ₁₁, ₁₉₄ ₆₀ △ ₁₄. ₅ ₁₃, ₁₈₉ △  ₁₄. ₀ ₉₃. ₉ ₇, ₅₀₄ 
₃₃期末（2013年 ₇ 月17日） ₁₀, ₃₈₂ ₆₀ △ ₆. ₇ ₁₂, ₃₀₉ △  ₆. ₇ ₉₇. ₄ ₆, ₇₆₁ 
₃₄期末（2013年 ₈ 月19日） ₉, ₉₇₅ ₆₀ △ ₃. ₃ ₁₁, ₈₉₀ △  ₃. ₄ ₉₄. ₃ ₆, ₃₇₈ 
₃₅期末（2013年 ₉ 月17日） ₉, ₂₃₉ ₆₀ △ ₆. ₈ ₁₀, ₉₇₀ △  ₇. ₇ ₈₉. ₀ ₅, ₇₄₉ 
₃₆期末（2013年₁₀月17日） ₉, ₃₂₆ ₆₀ ₁. ₆ ₁₁, ₂₂₄ ₂. ₃ ₉₂. ₂ ₅, ₇₉₈ 
₃₇期末（2013年₁₁月18日） ₉, ₀₄₈ ₆₀ △ ₂. ₃ ₁₀, ₈₈₅ △  ₃. ₀ ₉₆. ₄ ₅, ₅₈₃ 
₃₈期末（2013年₁₂月17日） ₈, ₈₃₉ ₆₀ △ ₁. ₆ ₁₀, ₇₃₄ △  ₁. ₄ ₉₄. ₃ ₅, ₅₂₀ 
₃₉期末（2014年 ₁ 月17日） ₈, ₉₇₈ ₆₀ ₂. ₃ ₁₀, ₉₇₄ ₂. ₂ ₈₇. ₅ ₅, ₄₉₁ 
₄₀期末（2014年 ₂ 月17日） ₈, ₇₄₄ ₆₀ △ ₁. ₉ ₁₀, ₈₂₀ △  ₁. ₄ ₉₃. ₂ ₅, ₂₈₃ 
₄₁期末（2014年 ₃ 月17日） ₉, ₄₅₀ ₆₀ ₈. ₈ ₁₁, ₈₇₅ ₉. ₈ ₉₇. ₃ ₅, ₃₄₄ 
₄₂期末（2014年 ₄ 月17日） ₉, ₅₁₃ ₆₀ ₁. ₃ ₁₂, ₀₃₉ ₁. ₄ ₉₇. ₆ ₅, ₁₇₅ 
₄₃期末（2014年 ₅ 月19日） ₉, ₃₈₆ ₆₀ △ ₀. ₇ ₁₁, ₉₅₈ △  ₀. ₇ ₉₆. ₈ ₅, ₀₂₂ 
₄₄期末（2014年 ₆ 月17日） ₉, ₀₉₀ ₆₀ △ ₂. ₅ ₁₁, ₆₉₆ △  ₂. ₂ ₉₈. ₄ ₄, ₈₃₂ 
₄₅期末（2014年 ₇ 月17日） ₈, ₉₆₄ ₆₀ △ ₀. ₇ ₁₁, ₆₆₃ △  ₀. ₃ ₉₃. ₁ ₄, ₇₆₇ 
₄₆期末（2014年 ₈ 月18日） ₈, ₉₇₄ ₆₀ ₀. ₈ ₁₁, ₈₁₅ ₁. ₃ ₉₇. ₆ ₄, ₈₁₄ 
₄₇期末（2014年 ₉ 月17日） ₉, ₂₃₀ ₆₀ ₃. ₅ ₁₂, ₁₈₄ ₃. ₁ ₉₅. ₇ ₄, ₈₅₅ 
₄₈期末（2014年₁₀月17日） ₈, ₉₀₁ ₆₀ △ ₂. ₉ ₁₁, ₈₀₇ △  ₃. ₁ ₉₅. ₈ ₄, ₉₆₀ 
₄₉期末（2014年₁₁月17日） ₁₀, ₀₃₅ ₆₀ ₁₃. ₄ ₁₃, ₄₅₀ ₁₃. ₉ ₉₇. ₆ ₅, ₄₆₃ 
₅₀期末（2014年₁₂月17日） ₉, ₃₆₉ ₆₀ △ ₆. ₀ ₁₂, ₇₃₉ △  ₅. ₃ ₉₂. ₅ ₄, ₉₄₈ 
₅₁期末（2015年 ₁ 月19日） ₁₀, ₀₃₀ ₆₀ ₇. ₇ ₁₃, ₇₂₆ ₇. ₇ ₉₇. ₅ ₅, ₂₄₃ 
₅₂期末（2015年 ₂ 月17日） ₁₀, ₁₈₀ ₆₀ ₂. ₁ ₁₃, ₉₈₈ ₁. ₉ ₉₇. ₃ ₅, ₂₂₆ 
₅₃期末（2015年 ₃ 月17日） ₉, ₉₇₃ ₆₀ △ ₁. ₄ ₁₃, ₇₈₄ △  ₁. ₅ ₉₇. ₉ ₅, ₀₆₉ 
₅₄期末（2015年 ₄ 月17日） ₁₀, ₀₁₂ ₆₀ ₁. ₀ ₁₃, ₉₉₁ ₁. ₅ ₉₁. ₇ ₅, ₀₃₁ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　インドネシア（円換算）は、ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　インドネシア（インドネシア・ルピアベース）

をもとに円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　インドネシア（イ
ンドネシア・ルピアベース）は、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するも
のではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布する
ことは認められていません。Copyright ₂₀₁₄,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）

■当作成期間（第49期～第54期）中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

イ ン ド ネ シ ア（ 円 換 算 ） 公 社 債
組 入 比 率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 ％ ％ ％

第₄₉期
（期首）₂₀₁₄年₁₀月₁₇日 ₈, ₉₀₁ ― ₁₁, ₈₀₇ ― ₉₅. ₈ 

₁₀月末 ₉, ₄₆₉ ₆. ₄ ₁₂, ₆₃₂ ₇. ₀ ₉₆. ₃ 
（期末）₂₀₁₄年₁₁月₁₇日 ₁₀, ₀₉₅ ₁₃. ₄ ₁₃, ₄₅₀ ₁₃. ₉ ₉₇. ₆ 

第₅₀期
（期首）₂₀₁₄年₁₁月₁₇日 ₁₀, ₀₃₅ ― ₁₃, ₄₅₀ ― ₉₇. ₆ 

₁₁月末 ₁₀, ₄₄₇ ₄. ₁ ₁₄, ₀₁₂ ₄. ₂ ₉₈. ₂ 
（期末）₂₀₁₄年₁₂月₁₇日 ₉, ₄₂₉ △ ₆. ₀ ₁₂, ₇₃₉ △  ₅. ₃ ₉₂. ₅ 

第₅₁期
（期首）₂₀₁₄年₁₂月₁₇日 ₉, ₃₆₉ ― ₁₂, ₇₃₉ ― ₉₂. ₅ 

₁₂月末 ₁₀, ₁₄₈ ₈. ₃ ₁₃, ₇₆₃ ₈. ₀ ₉₆. ₃ 
（期末）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日 ₁₀, ₀₉₀ ₇. ₇ ₁₃, ₇₂₆ ₇. ₇ ₉₇. ₅ 

第₅₂期
（期首）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日 ₁₀, ₀₃₀ ― ₁₃, ₇₂₆ ― ₉₇. ₅ 

₁ 月末 ₁₀, ₅₉₈ ₅. ₇ ₁₄, ₄₃₁ ₅. ₁ ₉₇. ₇ 
（期末）₂₀₁₅年 ₂ 月₁₇日 ₁₀, ₂₄₀ ₂. ₁ ₁₃, ₉₈₈ ₁. ₉ ₉₇. ₃ 

第₅₃期
（期首）₂₀₁₅年 ₂ 月₁₇日 ₁₀, ₁₈₀ ― ₁₃, ₉₈₈ ― ₉₇. ₃ 

₂ 月末 ₁₀, ₄₆₄ ₂. ₈ ₁₄, ₃₈₈ ₂. ₉ ₉₇. ₈ 
（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月₁₇日 ₁₀, ₀₃₃ △ ₁. ₄ ₁₃, ₇₈₄ △  ₁. ₅ ₉₇. ₉ 

第₅₄期
（期首）₂₀₁₅年 ₃ 月₁₇日 ₉, ₉₇₃ ― ₁₃, ₇₈₄ ― ₉₇. ₉ 

₃ 月末 ₁₀, ₀₁₅ ₀. ₄ ₁₃, ₈₄₄ ₀. ₄ ₉₇. ₈ 
（期末）₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日 ₁₀, ₀₇₂ ₁. ₀ ₁₃, ₉₉₁ ₁. ₅ ₉₁. ₇ 

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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（2014. 12. 17）

第51期末
（2015. 1. 19）
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（2015. 3. 17）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す

ものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により異

なります。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第₄₉期首：₈, ₉₀₁円　第₅₄期末：₁₀, ₀₁₂円（既払分配金₃₆₀円）　騰落率：₁₆. ₆％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

インドネシア・ルピア建ての債券に投資した結果、債券価格が上昇したことや為替相場が上昇したことが寄与し、基準価
額は値上がりしました。また、債券の利息収入は安定的に基準価額の値上がり要因となりました。

◆投資環境について
○インドネシア債券市況

インドネシア債券市況は、金利低下（債券価格は上昇）となりました。当作成期間の前半は、₂₀₁₄年₁₀月に就任した
ジョコ・ウィドド大統領の経済に対する構造改革路線が市場で好感されました。同政権は、燃料補助金政策の転換や投資
促進策を発表し、それを受けて財政収支の改善および成長率引上げが期待されたことで金利低下となりました。グローバ
ルな投資環境としては、原油価格の低下がインフレ率の低下に繋がるとの見通しや世界的な景気鈍化懸念から、ＥＣＢ

（欧州中央銀行）をはじめ各国で金融緩和が行なわれていることがインドネシア債券市場を支えました。₂₀₁₅年 ₁ 月以降
は、米国の金融政策動向に左右され、米国の早期利上げ観測が高まると資金流出懸念から、インドネシア債券市場は不安
定に推移しました。

○為替相場
インドネシア・ルピアは対米ドルでは下落したものの、対円では上昇しました。当期間の前半には、国内の改革進展期

待からルピアは一時上昇する局面もありましたが、大幅な原油安を受けてロシア・ルーブルが大幅下落したことで新興国
からの逃避が起きたことや、インドネシア国内企業による年末の米ドル需要が重しとなり下落しました。当期間を通し
て、米国の景気回復期待からくる米国金融緩和正常化が意識されて米ドル高が進行する中、双子の赤字国であるインドネ
シアに対する懸念が重しとなり相対的に軟調に推移しました。対円では、日銀の金融緩和政策が継続する期待を背景に円
安となったことで、ルピアは対円では小幅下落にとどまりました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

「ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド」の受益証券を高位で組入れ、信託財産の着実な成長と安定した収
益の確保をめざして運用を行ないます。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

「ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド」の受益証券を通じて、インドネシア・ルピア建債券に投資し、信
託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざしました。

○インドネシア・ルピア債マザーファンド
インドネシア・ルピア建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざしました。債券ポートフォ

リオ全体では、インドネシア国債の組入れを高位に保ちました。また、国際機関債の組入れも行ないました。残存構成と
しては、残存₂₀年程度の長期債と残存 ₂ 年程度の短期債を多く組入れました。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。参考指数はインドネシア債券市場の動向を表す

代表的な指数として掲載しております。

（％）
15. 0

10. 0

5. 0

0. 0

-5. 0

-10. 0
第49期

（2014. 10. 17～
　2014. 11. 17）

第50期
（2014. 11. 17～
　2014. 12. 17）

第51期
（2014. 12. 17～
 2015. 1. 19）

第52期
（2015. 1. 19～
　2015. 2. 17）

第53期
（2015. 2. 17～
　2015. 3. 17）

第54期
（2015. 3. 17～
　2015. 4. 17）

基準価額
JPモルガン GBI-EM インドネシア
（円換算）

◆分配金について
【収益分配金】

第₄₉期から第₅₄期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ₆₀円といたしました。
■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第₄₉期 第₅₀期 第₅₁期 第₅₂期 第₅₃期 第₅₄期

₂₀₁₄年₁₀月₁₈日 ₂₀₁₄年₁₁月₁₈日 ₂₀₁₄年₁₂月₁₈日 ₂₀₁₅年 ₁ 月₂₀日 ₂₀₁₅年 ₂ 月₁₈日 ₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日
～₂₀₁₄年₁₁月₁₇日 ～₂₀₁₄年₁₂月₁₇日 ～₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日 ～₂₀₁₅年 ₂ 月₁₇日 ～₂₀₁₅年 ₃ 月₁₇日 ～₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日

当期分配金（税込み）（円） ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀
対基準価額比率（％） ₀. ₅₉ ₀. ₆₄ ₀. ₅₉ ₀. ₅₉ ₀. ₆₀ ₀. ₆₀
当 期 の 収 益（円） ₅₂ ₃₉ ₅₄ ₄₉ ₃₆ ₄₅
当期の収益以外（円） ₇ ₂₀ ₅ ₁₀ ₂₃ ₁₄

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） ₂, ₇₉₄ ₂, ₇₇₄ ₂, ₇₆₉ ₂, ₇₅₉ ₂, ₇₃₆ ₂, ₇₂₂
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。 
（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。
（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第₄₉期 第₅₀期 第₅₁期 第₅₂期 第₅₃期 第₅₄期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₅₂. ₆₂円 ₃₉. ₃₆円 ₅₄. ₈₁円 ₄₉. ₈₆円 ₃₆. ₉₅円 ₄₅. ₉₇円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁, ₇₇₁. ₇₂ ₁, ₇₇₅. ₁₅ ₁, ₇₇₉. ₆₈ ₁, ₇₉₉. ₄₄ ₁, ₈₀₁. ₆₀ ₁, ₈₀₈. ₉₇
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₀₃₀. ₅₇ ₁, ₀₁₉. ₈₅ ₉₉₄. ₇₉ ₉₇₀. ₄₄ ₉₅₈. ₂₀ ₉₂₇. ₉₉
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₂, ₈₅₄. ₉₂ ₂, ₈₃₄. ₃₇ ₂, ₈₂₉. ₂₉ ₂, ₈₁₉. ₇₆ ₂, ₇₉₆. ₇₆ ₂, ₇₈₂. ₉₄
（ｆ）分 配 金 ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₂, ₇₉₄. ₉₂ ₂, ₇₇₄. ₃₇ ₂, ₇₆₉. ₂₉ ₂, ₇₅₉. ₇₆ ₂, ₇₃₆. ₇₆ ₂, ₇₂₂. ₉₄
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）

《今後の運用方針》

○当ファンド
「ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド」の受益証券を通じて、インドネシア・ルピア建債券に投資し、信託

財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。
○インドネシア・ルピア債マザーファンド

インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行する債券に投資します。金利水準や物価の動向、経済
情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。金利リスク、種別構成を柔軟に調整しつつ、投資妙味の高いイ
ンドネシア・ルピア建債券をポートフォリオに組入れます。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第₄₉期～第₅₄期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₁₀. ₁₈～₂₀₁₅. ₄. ₁₇）
金　額 比　率

信託報酬  ₇₃円 ₀. ₇₁₈％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₁₀₉円です。

（投信会社）  （₃₃）  （₀. ₃₂₂） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₃₈）  （₀. ₃₇₅） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₂）  （₀. ₀₂₁） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₂₃   ₀. ₂₃₂   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（保管費用）  （₇）  （₀. ₀₆₇） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （₁₆）  （₀. ₁₆₁） インドネシア国債キャピタルゲイン課税等
合　　　　計  ₉₆   ₀. ₉₅₀  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（₂₀₁₄年₁₀月₁₈日から₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日まで）

決　算　期
第　₄₉   期　～　第　₅₄   期

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ・インドネ
シア・ルピア債
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₇₅, ₄₅₆ ₉₉, ₆₆₂ ₅₇₉, ₃₂₃ ₇₉₆, ₂₅₈ 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
　当作成期間（第49期～第54期）中における利害関係人
との取引はありません。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日現在

項 目 第 　₅₄　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド ₅, ₀₆₃, ₃₉₄ ₉₉. ₄ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₃₀, ₃₃₄ ₀. ₆ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₅, ₀₉₃, ₇₂₉ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₄ 月₁₇日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₉. ₀₅円、₁₀₀インドネシア・ルピア＝₀. ₉₃円です。

（注 ₃ ） ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンドにおいて、第₅₄期末にお
ける外貨建純資産（₅, ₀₂₀, ₆₉₇千円）の投資信託財産総額（₅, ₁₁₁, ₆₄₄千円）
に対する比率は、₉₈. ₂% です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 第₄₈期末 第　₅₄   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・インドネシア・ルピア債
マ ザ ー フ ァ ン ド ₄, ₁₁₆, ₇₀₆ ₃, ₆₁₂, ₈₃₉ ₅, ₀₆₃, ₃₉₄ 

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第 ₄₉ 期 末 第 ₅₀ 期 末 第 ₅₁ 期 末 第 ₅₂ 期 末 第 ₅₃ 期 末 第 ₅₄ 期 末
（Ａ）資 産 5， 521， 17₆， 17₆円 4， 989， 747， 853円 5， 313， 181， 00₆円 5， 345， ₆13， 902円 5， 143， 843， 955円 5， 093， 729， 444円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₂₂, ₃₅₁, ₅₅₉  ₄, ₂₃₉, ₈₁₉  ₉, ₆₄₉, ₀₆₁  ₃₁, ₈₀₄, ₁₀₄  ₈₆₃, ₁₃₂  ₇, ₂₄₇, ₇₈₂  
ダイワ・インドネシア・ルピア債
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₅, ₄₄₃, ₅₂₄, ₆₁₇  ₄, ₉₄₅, ₅₀₈, ₀₃₄  ₅, ₂₃₃, ₅₃₁, ₉₄₅  ₅, ₂₁₈, ₉₅₉, ₇₉₈  ₅, ₀₆₇, ₉₈₀, ₈₂₃  ₅, ₀₆₃, ₃₉₄, ₆₆₂  
未 収 入 金 ₅₅, ₃₀₀, ₀₀₀  ₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₇₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₉₄, ₈₅₀, ₀₀₀  ₇₅, ₀₀₀, ₀₀₀  ₂₃, ₀₈₇, ₀₀₀  

（Ｂ）負 債 57， 85₆， 501  41， 257， 887  ₆9， 942， 74₆  118， 99₆， 188  74， 430， 119  ₆1， 920， 037  
未 払 収 益 分 配 金 ₃₂, ₆₆₆, ₂₄₉  ₃₁, ₆₉₀, ₇₈₇  ₃₁, ₃₆₅, ₀₉₃  ₃₀, ₈₀₅, ₃₆₅  ₃₀, ₄₉₈, ₉₇₆  ₃₀, ₁₅₅, ₆₇₇  
未 払 解 約 金 ₁₈, ₆₀₇, ₁₄₀  ₂, ₉₃₂, ₈₆₈  ₃₁, ₅₈₇, ₆₈₅  ₈₁, ₇₇₄, ₄₄₁  ₃₇, ₉₀₇, ₀₆₂  ₂₅, ₂₈₇, ₇₀₀  
未 払 信 託 報 酬 ₆, ₅₄₆, ₄₈₅  ₆, ₅₆₀, ₈₉₆  ₆, ₈₇₈, ₁₅₂  ₆, ₂₆₉, ₄₉₁  ₅, ₈₄₄, ₄₉₃  ₆, ₂₆₂, ₀₃₇  
そ の 他 未 払 費 用 ₃₆, ₆₂₇  ₇₃, ₃₃₆  ₁₁₁, ₈₁₆  ₁₄₆, ₈₉₁  ₁₇₉, ₅₈₈  ₂₁₄, ₆₂₃  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 5， 4₆3， 319， ₆75  4， 948， 489， 9₆₆  5， 243， 238， 2₆0  5， 22₆， ₆17， 714  5， 0₆9， 413， 83₆  5， 031， 809， 407  
元 本 ₅, ₄₄₄, ₃₇₄, ₉₈₉  ₅, ₂₈₁, ₇₉₇, ₉₀₉  ₅, ₂₂₇, ₅₁₅, ₅₃₁  ₅, ₁₃₄, ₂₂₇, ₅₉₃  ₅, ₀₈₃, ₁₆₂, ₇₅₁  ₅, ₀₂₅, ₉₄₆, ₃₁₂  
次 期 繰 越 損 益 金 ₁₈, ₉₄₄, ₆₈₆  △ ₃₃₃, ₃₀₇, ₉₄₃  ₁₅, ₇₂₂, ₇₂₉  ₉₂, ₃₉₀, ₁₂₁  △  ₁₃, ₇₄₈, ₉₁₅  ₅, ₈₆₃, ₀₉₅  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 5， 444， 374， 989口 5， 281， 797， 909口 5， 227， 515， 531口 5， 134， 227， 593口 5， 083， 1₆2， 751口 5， 025， 94₆， 312口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， 035円 9， 3₆9円 10， 030円 10， 180円 9， 973円 10， 012円

＊第₄₈期末における元本額は₅, ₅₇₃, ₅₃₇, ₃₂₈円、当作成期間（第₄₉期～第₅₄期）中における追加設定元本額は₂₃₉, ₅₄₆, ₉₃₃円、同解約元本額は₇₈₇, ₁₃₇, ₉₄₉円です。
＊第₅₄期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₀₁₂円です。

（₂₀₁₄年₁₁月₁₇日）、（₂₀₁₄年₁₂月₁₇日）、（₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日）、（₂₀₁₅年 ₂ 月₁₇日）、（₂₀₁₅年 ₃ 月₁₇日）、（₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日）現在
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₄₉ 期 第 ₅₀ 期 第 ₅₁ 期 第 ₅₂ 期 第 ₅₃ 期 第 ₅₄ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₂₈, ₆₄₉, ₆₇₄円 ₂₀, ₇₉₁, ₃₀₃円 ₂₈, ₆₅₂, ₂₂₄円 ₂₅, ₆₀₂, ₈₆₀円 ₁₈, ₇₈₄, ₆₈₅円 ₂₃, ₁₀₅, ₀₈₂円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀  ₀  ₀  ₀  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₉₆₄, ₅₉₅, ₇₃₃ ₉₃₇, ₅₉₉, ₈₄₁ ₉₃₀, ₃₃₃, ₇₃₇ ₉₂₃, ₈₇₇, ₄₃₀ ₉₁₅, ₇₈₃, ₁₆₈ ₉₀₉, ₁₇₉, ₉₂₈
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₅₆₁, ₀₈₄, ₁₃₂ ₅₃₈, ₆₆₇, ₅₄₂ ₅₂₀, ₀₃₁, ₈₂₄ ₄₉₈, ₂₅₀, ₀₀₅ ₄₈₇, ₀₇₃, ₃₁₅ ₄₆₆, ₄₀₆, ₉₆₇
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁, ₅₅₄, ₃₂₉, ₅₃₉ ₁, ₄₉₇, ₀₅₈, ₆₈₆ ₁, ₄₇₉, ₀₁₇, ₇₈₅ ₁, ₄₄₇, ₇₃₀, ₂₉₅ ₁, ₄₂₁, ₆₄₁, ₁₆₈ ₁, ₃₉₈, ₆₉₁, ₉₇₇
（ｆ）分 配 金 ₃₂, ₆₆₆, ₂₄₉ ₃₁, ₆₉₀, ₇₈₇ ₃₁, ₃₆₅, ₀₉₃ ₃₀, ₈₀₅, ₃₆₅ ₃₀, ₄₉₈, ₉₇₆ ₃₀, ₁₅₅, ₆₇₇
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₁, ₅₂₁, ₆₆₃, ₂₉₀ ₁, ₄₆₅, ₃₆₇, ₈₉₉ ₁, ₄₄₇, ₆₅₂, ₆₉₂ ₁, ₄₁₆, ₉₂₄, ₉₃₀ ₁, ₃₉₁, ₁₄₂, ₁₉₂ ₁, ₃₆₈, ₅₃₆, ₃₀₀
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₅, ₄₄₄, ₃₇₄, ₉₈₉口 ₅, ₂₈₁, ₇₉₇, ₉₀₉口 ₅, ₂₂₇, ₅₁₅, ₅₃₁口 ₅, ₁₃₄, ₂₂₇, ₅₉₃口 ₅, ₀₈₃, ₁₆₂, ₇₅₁口 ₅, ₀₂₅, ₉₄₆, ₃₁₂口

■損益の状況
第₄₉期  自 ₂₀₁₄年₁₀月₁₈日  至 ₂₀₁₄年₁₁月₁₇日　　第₅₁期  自 ₂₀₁₄年₁₂月₁₈日  至 ₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日　　第₅₃期  自 ₂₀₁₅年 ₂ 月₁₈日  至 ₂₀₁₅年 ₃ 月₁₇日
第₅₀期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₁₈日  至 ₂₀₁₄年₁₂月₁₇日　　第₅₂期  自 ₂₀₁₅年 ₁ 月₂₀日  至 ₂₀₁₅年 ₂ 月₁₇日　　第₅₄期  自 ₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日  至 ₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日

項 目 第 ₄₉ 期 第 ₅₀ 期 第 ₅₁ 期 第 ₅₂ 期 第 ₅₃ 期 第 ₅₄ 期
（Ａ）配 当 等 収 益 2， 7₆9円 1， 477円 808円 1， 549円 304円 2₆7円

受 取 利 息 ₂, ₇₆₉  ₁, ₄₇₇  ₈₀₈  ₁, ₅₄₉  ₃₀₄  ₂₆₇
（Ｂ）有価証券売買損益 ₆53， 028， 411  △ 313， ₆₆5， ₆13  383， 04₆， 2₆₆  108， 392， 904  △ ₆8， 8₆7， 251  55， 315， 274

売 買 益 ₆₇₁, ₅₉₄, ₃₃₇  ₃, ₈₃₀, ₇₄₂  ₃₈₈, ₂₂₃, ₈₄₀  ₁₁₄, ₈₀₈, ₈₀₈  ₇₁₅, ₁₆₃  ₅₆, ₄₀₉, ₈₂₀
売 買 損 △ ₁₈, ₅₆₅, ₉₂₆  △ ₃₁₇, ₄₉₆, ₃₅₅  △ ₅, ₁₇₇, ₅₇₄  △ ₆, ₄₁₅, ₉₀₄  △ ₆₉, ₅₈₂, ₄₁₄  △ ₁, ₀₉₄, ₅₄₆

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ ₆， 583， 112  △ ₆， 597， ₆05  △ ₆， 91₆， ₆32  △ ₆， 304， 5₆₆  △ 5， 877， 190  △ ₆， 297， 072
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） ₆4₆， 448， 0₆8  △ 320， 2₆1， 741  37₆， 130， 442  102， 089， 887  △ 74， 744， 137  49， 018， 4₆9
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 1， 041， 43₆， 311  △ 413， 529， 009  △ 754， 2₆0， 800  △ 394， 400， 997  △ 319， 201， 319  △ 41₆， 451， 211
（Ｆ）追加信託差損益金 44₆， 599， 178  432， 173， 594  425， 218， 180  415， 50₆， 59₆  410， ₆95， 517  403， 451， 514

（配 当 等 相 当 額）（ ₉₆₄, ₅₉₅, ₇₃₃） （ ₉₃₇, ₅₉₉, ₈₄₁） （ ₉₃₀, ₃₃₃, ₇₃₇） （ ₉₂₃, ₈₇₇, ₄₃₀） （ ₉₁₅, ₇₈₃, ₁₆₈） （ ₉₀₉, ₁₇₉, ₉₂₈）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₅₁₇, ₉₉₆, ₅₅₅） （△ ₅₀₅, ₄₂₆, ₂₄₇） （△ ₅₀₅, ₁₁₅, ₅₅₇） （△ ₅₀₈, ₃₇₀, ₈₃₄） （△ ₅₀₅, ₀₈₇, ₆₅₁） （△ ₅₀₅, ₇₂₈, ₄₁₄）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 51， ₆10， 935  △ 301， ₆17， 15₆  47， 087， 822  123， 195， 48₆  1₆， 750， 0₆1  3₆， 018， 772
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 32， ₆₆₆， 249  △ 31， ₆90， 787  △ 31， 3₆5， 093  △ 30， 805， 3₆5  △ 30， 498， 97₆  △ 30， 155， ₆77

次 期 繰 越 損 益 金（Ｇ＋Ｈ） 18， 944， ₆8₆  △ 333， 307， 943  15， 722， 729  92， 390， 121  △ 13， 748， 915  5， 8₆3， 095
追 加 信 託 差 損 益 金 ₄₄₆, ₅₉₉, ₁₇₈  ₄₃₂, ₁₇₃, ₅₉₄  ₄₂₅, ₂₁₈, ₁₈₀  ₄₁₅, ₅₀₆, ₅₉₆  ₄₁₀, ₆₉₅, ₅₁₇  ₄₀₃, ₄₅₁, ₅₁₄

（配 当 等 相 当 額）（ ₉₆₄, ₅₉₅, ₇₃₃） （ ₉₃₇, ₅₉₉, ₈₄₁） （ ₉₃₀, ₃₃₃, ₇₃₇） （ ₉₂₃, ₈₇₇, ₄₃₀） （ ₉₁₅, ₇₈₃, ₁₆₈） （ ₉₀₉, ₁₇₉, ₉₂₈）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₅₁₇, ₉₉₆, ₅₅₅） （△ ₅₀₅, ₄₂₆, ₂₄₇） （△ ₅₀₅, ₁₁₅, ₅₅₇） （△ ₅₀₈, ₃₇₀, ₈₃₄） （△ ₅₀₅, ₀₈₇, ₆₅₁） （△ ₅₀₅, ₇₂₈, ₄₁₄）
分 配 準 備 積 立 金 ₅₅₇, ₀₆₇, ₅₅₇  ₅₂₇, ₇₆₈, ₀₅₈  ₅₁₇, ₃₁₈, ₉₅₅  ₄₉₃, ₀₄₇, ₅₀₀  ₄₇₅, ₃₅₉, ₀₂₄  ₄₅₉, ₃₅₆, ₃₇₂
繰 越 損 益 金 △ ₉₈₄, ₇₂₂, ₀₄₉  △ ₁, ₂₉₃, ₂₄₉, ₅₉₅  △ ₉₂₆, ₈₁₄, ₄₀₆  △ ₈₁₆, ₁₆₃, ₉₇₅  △ ₈₉₉, ₈₀₃, ₄₅₆  △ ₈₅₆, ₉₄₄, ₇₉₁

（注 ₁ ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 ₂ ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
第49期 第50期 第51期 第52期 第53期 第54期

1 万 口 当 り 分 配 金 ₆0円 ₆0円 ₆0円 ₆0円 ₆0円 ₆0円
（単　　価） （10， 035円） （9， 3₆9円） （10， 030円）（10， 180円） （9， 973円） （10， 012円）

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税0. 315％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。　　

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

＜補足情報＞
　当ファンド（ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型））が投資対象としている「ダイワ・インドネシ
ア・ルピア債マザーファンド」の決算日（₂₀₁₄年₁₀月₁₇日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファ
ンドの第54期の決算日（2015年 ₄ 月₁₇日）現在におけるダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンドの組入資産の
内容等を ₉ ～₁₀ページに併せて掲載いたしました。

■組入資産明細表
　下記は、2015年 4 月17日現在におけるダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド（3， ₆30， 741千口）の内容です。

（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）
₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日現在

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円 ％ ％ ％ ％ ％
イ ン ド ネ シ ア ₅₂₃, ₂₅₀, ₀₀₀ ₄₉₈, ₆₀₆, ₃₁₇ ₄, ₆₃₇, ₀₃₈ ₉₁. ₁ ― ₇₀. ₉ ₁. ₈ ₁₈. ₅ 

（注 ₁ ） 邦貨換算金額は、₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日現在の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。

（注 ₂ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₃ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンドの主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₄年₁₀月₁₈日から₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日まで）
買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額
千円 千円

Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₆. ₆₂₅% ₂₀₃₃/₅/₁₅ ₅₄₀, ₉₆₉ Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₇. ₃₇₅% ₂₀₁₆/₉/₁₅ ₁, ₅₂₆, ₃₆₁ 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₁₀. ₇₅% ₂₀₁₆/₅/₁₅ ₅₂₇, ₆₆₈ Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₆. ₆₂₅% ₂₀₃₃/₅/₁₅ ₇₁₀, ₂₃₅ 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₇. ₃₇₅% ₂₀₁₆/₉/₁₅ ₂₄₂, ₃₇₈ Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₁₀. ₇₅% ₂₀₁₆/₅/₁₅ ₃₅₅, ₁₅₈ 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₈. ₃₇₅% ₂₀₃₄/₃/₁₅ ₁₇₉, ₇₄₁ Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₈. ₃₇₅% ₂₀₃₄/₃/₁₅ ₂₄₀, ₈₀₂ 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） ₄. ₅% ₂₀₁₆/₂/₄ ₁₃₃, ₃₃₅ EUROPEAN INVESTMENT BANK（国際機関） ₇. ₂₅% ₂₀₁₅/₂/₂₂ ₉₃, ₀₀₉ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） ₇. ₂₅% ₂₀₁₆/₂/₈ ₁₀₂, ₂₅₉ Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₉. ₅% ₂₀₁₅/₆/₁₅ ₇₈, ₉₁₉ 
EUROPEAN INVESTMENT BANK（国際機関） ₇. ₂₅% ₂₀₁₅/₂/₂₂ ₉₆, ₁₁₃ Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₆. ₁₂₅% ₂₀₂₈/₅/₁₅ ₃₇, ₃₁₀ 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） ₇. ₂₅% ₂₀₁₇/₇/₁₇ ₉₀, ₇₄₈ 
AFRICAN DEVELOPMENT BK.（国際機関） ₇% ₂₀₁₇/₃/₆ ₉₀, ₄₃₆ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） ₄. ₂₃% ₂₀₁₆/₁₂/₁₂ ₈₁, ₀₁₄ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日現在

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円

インドネシア Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₁₀. ₇₅₀₀ ₅₃, ₀₀₀, ₀₀₀ ₅₅, ₂₅₆, ₂₁₀ ₅₁₃, ₈₈₂ ₂₀₁₆/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₇. ₀₀₀₀ ₁₂, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₁, ₇₃₇, ₂₀₀ ₁₀₉, ₁₅₅ ₂₀₂₂/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₆. ₃₇₅₀ ₈₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₆₅, ₁₈₇, ₂₀₀ ₆₀₆, ₂₄₀ ₂₀₄₂/₀₄/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₆. ₁₂₅₀ ₂₃, ₇₅₀, ₀₀₀ ₂₀, ₈₇₃, ₁₆₂ ₁₉₄, ₁₂₀ ₂₀₂₈/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₆. ₆₂₅₀ ₁₄₈, ₅₀₀, ₀₀₀ ₁₃₁, ₆₃₇, ₈₂₅ ₁, ₂₂₄, ₂₃₁ ₂₀₃₃/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₈. ₃₇₅₀ ₁₁₀, ₅₀₀, ₀₀₀ ₁₁₆, ₇₉₅, ₁₈₅ ₁, ₀₈₆, ₁₉₅ ₂₀₃₄/₀₃/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₈. ₇₅₀₀ ₂₃, ₀₀₀, ₀₀₀ ₂₄, ₇₂₆, ₁₅₀ ₂₂₉, ₉₅₃ ₂₀₄₄/₀₂/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₉. ₀₀₀₀ ₁₅, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₆, ₇₇₅, ₈₅₀ ₁₅₆, ₀₁₅ ₂₀₂₉/₀₃/₁₅ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 ₅. ₇₅₀₀ ₂, ₅₀₀, ₀₀₀ ₂, ₄₃₈, ₀₇₅ ₂₂, ₆₇₄ ₂₀₁₅/₁₁/₃₀ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 ₇. ₂₅₀₀ ₁₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₀, ₈₂₁, ₈₀₀ ₁₀₀, ₆₄₂ ₂₀₁₆/₀₂/₀₈ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 ₄. ₂₃₀₀ ₉, ₀₀₀, ₀₀₀ ₈, ₃₀₆, ₉₁₀ ₇₇, ₂₅₄ ₂₀₁₆/₁₂/₁₂ 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK 特殊債券 ₇. ₂₅₀₀ ₁₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉, ₈₄₅, ₇₀₀ ₉₁, ₅₆₅ ₂₀₁₇/₀₇/₁₇ 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK 特殊債券 ₄. ₅₀₀₀ ₁₅, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₄, ₄₄₅, ₁₅₀ ₁₃₄, ₃₃₉ ₂₀₁₆/₀₂/₀₄ 
AFRICAN DEVELOPMENT BK. 特殊債券 ₇. ₀₀₀₀ ₁₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉, ₇₅₉, ₉₀₀ ₉₀, ₇₆₇ ₂₀₁₇/₀₃/₀₆ 

合 計 銘 柄 数 14銘柄 
金　 額 ₅₂₃, ₂₅₀, ₀₀₀ ₄₉₈, ₆₀₆, ₃₁₇ ₄, ₆₃₇, ₀₃₈ 

（注 ₁ ） 邦貨換算金額は、₂₀₁₅年 ₄ 月₁₇日現在の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。

（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ ･ インドネシア ･ ルピア債マザーファンド

運用報告書　第 4 期　（決算日　2014年10月17日）

（計算期間　₂₀₁₃年₁₀月₁₈日～₂₀₁₄年₁₀月₁₇日）

　ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンドの第 ₄ 期にかかる運用状況をご報告申
し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 インドネシア・ルピア建債券

運 用 方 法

①主として、インドネシア・ルピア建債券に投資することにより、信託財産の着実な成長と安
定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
②投資にあたっては、以下の方針を基本として運用を行ないます。
　イ ．投資対象は、インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行する債

券とします。
　ロ ．金利や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。
　ハ ．流動性を確保するため、インドネシア・ルピア以外の通貨建ての債券に投資を行なう場

合があります。
　ニ ．運用の効率化をはかるため、為替予約取引および直物為替先渡取引を行なう場合があり

ます。
③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。

株式組入制限 純資産総額の₁₀％以下

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

年　 月　 日
基 準 価 額 インドネシア

₅ 年国債
利 回 り

（参考指数）

インドネシア・ルピア
為 替 レ ー ト 公 社 債

組 入
比 率

債　 券
先　 物
比　 率騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ 円 ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₃年₁₀月₁₇日 ₁₁, ₃₉₂ ― ₇. ₃₇ ₀. ₈₇ ― ₉₂. ₃ ―

₁₀月末 ₁₂, ₀₃₀ ₅. ₆ ₆. ₈₅ ₀. ₈₉ ₂. ₃ ₈₆. ₇ ―
₁₁月末 ₁₀, ₈₅₆ △ ₄. ₇ ₈. ₁₃ ₀. ₈₆ △ ₁. ₁ ₉₀. ₈ ―
₁₂月末 ₁₁, ₀₅₁ △ ₃. ₀ ₈. ₀₅ ₀. ₈₆ △ ₁. ₁ ₉₂. ₅ ―

₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₀, ₆₈₁ △ ₆. ₂ ₈. ₁₀ ₀. ₈₅ △ ₂. ₃ ₉₁. ₅ ―
₂ 月末 ₁₁, ₃₈₄ △ ₀. ₁ ₇. ₉₃ ₀. ₈₈ ₁. ₁ ₉₅. ₂ ―
₃ 月末 ₁₂, ₁₉₆ ₇. ₁ ₇. ₆₉ ₀. ₉₁ ₄. ₆ ₉₇. ₅ ―
₄ 月末 ₁₂, ₀₀₈ ₅. ₄ ₇. ₆₄ ₀. ₈₉ ₂. ₃ ₉₇. ₁ ―
₅ 月末 ₁₁, ₈₈₃ ₄. ₃ ₇. ₇₁ ₀. ₈₈ ₁. ₁ ₉₈. ₂ ―
₆ 月末 ₁₁, ₃₈₀ △ ₀. ₁ ₇. ₈₆ ₀. ₈₅ △ ₂. ₃ ₉₈. ₁ ―
₇ 月末 ₁₂, ₁₄₂ ₆. ₆ ₇. ₈₄ ₀. ₈₉ ₂. ₃ ₉₈. ₁ ―
₈ 月末 ₁₂, ₀₈₉ ₆. ₁ ₈. ₀₁ ₀. ₈₉ ₂. ₃ ₉₇. ₆ ―
₉ 月末 ₁₂, ₁₈₃ ₆. ₉ ₈. ₂₅ ₀. ₉₀ ₃. ₄ ₉₁. ₅ ―

（期末）₂₀₁₄年₁₀月₁₇日 ₁₁, ₉₂₁ ₄. ₆ ₈. ₁₅ ₀. ₈₇ ₀. ₀ ₉₆. ₈ ―
（注）騰落率は期首比。

設定以来の運用実績

期 別
基 準 価 額 インドネシア

₅ 年国債
利 回 り

（参考指数）

インドネシア・ルピア
為 替 レ ー ト 公社債

組 入
比 率

純資産
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 ％ ％ 円 ％ ％ 百万円

₁ 期末（₂₀₁₁年₁₀月₁₇日） ₁₀, ₇₂₁ ₇. ₂ ₅. ₈₃ ₀. ₈₈ △ ₄. ₃ ₉₇. ₉ ₁₀₅
₂ 期末（₂₀₁₂年₁₀月₁₇日） ₁₁, ₇₆₉ ₉. ₈  ₅. ₄₇ ₀. ₈₃ △ ₅. ₇ ₉₈. ₅ ₁₀, ₅₃₁
₃ 期末（₂₀₁₃年₁₀月₁₇日） ₁₁, ₃₉₂ △ ₃. ₂  ₇. ₃₇ ₀. ₈₇  ₄. ₈ ₉₂. ₃ ₅, ₇₉₆
₄ 期末（₂₀₁₄年₁₀月₁₇日） ₁₁, ₉₂₁  ₄. ₆  ₈. ₁₅ ₀. ₈₇  ₀. ₀ ₉₆. ₈ ₄, ₉₂₆

（注 ₁ ） 為替レートは、計算日における対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資
信託協会が定める計算方法により算出されるレートを採用しています。

（注 ₂ ）インドネシア・ルピアは₁₀₀ルピア単位です。
（注 ₃ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き

ます。

■運用実績

■当期中の基準価額と市況の推移

《運用経過》
◆債券市況

インドネシア債券市況は、期首から₂₀₁₄年 ₁ 月中旬にかけて、貿
易収支が赤字だったことを受けて双子の赤字に対する懸念が台頭し
たことからインドネシアの構造問題が嫌気され、金利は上昇しまし
た。 ₁ 月から ₄ 月中旬までは、政府・中央銀行の対応によりインフ
レに落ち着きが見られたことや貿易赤字の縮小が見られたことを材
料に金利は反転し、低下傾向となりました。また、エマージング各
国への投資センチメントが回復したことも背景となり、金利は低下
して推移しました。 ₄ 月中旬以降は、 ₄ 月に行なわれた総選挙の結
果から、 ₇ 月の大統領選挙に向けて不透明感が高まったことに加
え、ウクライナ情勢などの地政学リスクが高まったことで金利は上
昇しました。 ₇ 月から期末にかけては、大統領選挙において市場か
ら改革者として期待されるジョコ・ウィドド氏が勝利したものの、
対立候補のプラボウォ・スビアント氏が選挙結果に対し異議申し立
てを行なうなどの政治的混乱が嫌気され、金利は上昇しました。

◆為替相場

為替相場は、期首から₂₀₁₄年 ₁ 月末にかけて、ＦＲＢ（米国連邦
準備制度理事会）の金融引締め観測を受けて、ぜい弱な対外収支や
財政収支の悪化が懸念され、インドネシア・ルピアは対米ドルでは
弱い推移となりました。 ₂ 月から ₄ 月中旬にかけては、中央銀行に
よる政策対応が評価されたことやリスク志向の回復を受けてルピア
は上昇しました。 ₄ 月中旬から ₇ 月中旬にかけては、大統領選挙に
向けて不透明感が高まったことや原油価格の上昇からインドネシア
のぜい弱な経常収支の悪化が懸念され、軟調な推移となりました。
₇ 月中旬から期末にかけては、大統領選挙の結果が好感され一時的
に上昇する局面もありましたが、政治的不透明感が高まったことで
下落しました。米国の金融政策正常化が意識されて政策金利の早期

債券市況の推移
9. 00

8. 50

8. 00

7. 50

7. 00

6. 50

（％）

期　首 期　末

インドネシア 5年国債利回り

為替相場の推移
0. 94

0. 92

0. 90

0. 88

0. 86

0. 84

0. 82
期　首 期　末

（円）

インドネシア・ルピア為替レート

最近 3期間の基準価額の推移
16, 000

15, 000

14, 000

13, 000

12, 000

11, 000

10, 000

（円）

第 1期末
（11. 10. 17）

第 3期末
（13. 10. 17）

第 2期末
（12. 10. 17）

第 4期末
（14. 10. 17）

基準価額
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ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

■売買および取引の状況
公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₀月₁₈日から₂₀₁₄年₁₀月₁₇日まで）
買 付 額 売 付 額

外
　
国

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア

インドネシア
国債証券 ₄₃₈, ₀₇₃, ₉₇₅ ₂₉₅, ₂₂₉, ₃₅₀ 

（ ―） 

特殊債券 ₂₆₀, ₇₃₁, ₃₂₀ ₄₅₄, ₄₅₉, ₅₄₅ 
（ ₃, ₄₄₀, ₀₀₀） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）単位未満は切捨て。

引上げ観測が高まり、米ドル高となったことで、円は米ドルに対し
軟調に推移したため、ルピアは対円では横ばい推移となりました。

◆前期における「今後の運用方針」
主として、インドネシア・ルピア建債券に投資することにより、

信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行な
います。

◆運用経過と基準価額の推移
【運用経過】

・期を通じてインドネシアの政府が発行する債券および国際機関債へ
の投資を行ないました。

・債券ポートフォリオの金利リスクについては、修正デュレーション
で₆. ₀（年）～₈. ₆（年）程度としました。

【基準価額変動の主な要因（プラス要因：（＋）、マイナス要因：（－））】
（－）投資している債券の価格下落
（＋）投資している債券からの利息収入

【基準価額の推移】
期首：₁₁, ₃₉₂円　期末：₁₁, ₉₂₁円　騰落率：₄. ₆％

【基準価額変動の理由】
・債券市場では、金利が上昇したことから債券価格が下落し、基準価

額の値下がり要因になりました。
・利息収入については安定的に基準価額の値上がりに寄与しました。

《今後の運用方針》
　当ファンドの商品性格に鑑み、引続き、主として、インドネシア・ル
ピア建債券に投資することにより、信託財産の着実な成長と安定した収
益の確保をめざして運用を行ないます。債券ポートフォリオにつきまし
ては、インドネシア・ルピア建ての債券を中心に投資する予定です。流
動性を確保するため、一部、インドネシア・ルピア以外の通貨建ての債
券に投資を行なう場合があります。運用の効率化をはかるため、為替予
約取引および直物為替先渡取引を行なう場合があります。ポートフォリ
オの修正デュレーションについては、政策金利の見通し、金融市場の動
向、経済のファンダメンタルズなどに応じて柔軟に変化させます。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₀月₁₈日から₂₀₁₄年₁₀月₁₇日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₇. ₃₇₅% ₂₀₁₆/₉/₁₅ ₁, ₂₁₁, ₂₂₉ EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） ₁₂% ₂₀₁₄/₉/₁₉ ₁, ₀₄₀, ₇₃₅ 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₆. ₆₂₅% ₂₀₃₃/₅/₁₅ ₇₄₆, ₄₀₂ Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₅. ₆₂₅% ₂₀₂₃/₅/₁₅ ₈₀₆, ₈₃₉ 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₅. ₆₂₅% ₂₀₂₃/₅/₁₅ ₆₁₄, ₆₃₆ Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₇% ₂₀₂₇/₅/₁₅ ₆₄₇, ₁₀₃ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） ₅. ₇₅% ₂₀₁₅/₁₁/₃₀ ₄₈₆, ₈₀₂ EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） ₅. ₇₅% ₂₀₁₅/₁₁/₃₀ ₆₁₁, ₉₆₉ 
African Development Bank（国際機関） ₇% ₂₀₁₇/₃/₆ ₄₅₂, ₇₂₅ INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） ₆. ₅% ₂₀₁₄/₆/₄ ₅₈₈, ₈₁₆ 
EUROPEAN INVESTMENT BANK（国際機関） ₄. ₉₅% ₂₀₁₉/₃/₁ ₃₇₈, ₇₇₇ EUROPEAN INVESTMENT BANK（国際機関） ₆% ₂₀₁₄/₄/₂₂ ₅₀₄, ₃₅₅ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） ₇. ₂₅% ₂₀₁₆/₂/₈ ₃₃₂, ₄₇₆ African Development Bank（国際機関） ₇% ₂₀₁₇/₃/₆ ₄₃₉, ₆₂₀ 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₁₀. ₇₅% ₂₀₁₆/₅/₁₅ ₃₁₉, ₁₁₆ EUROPEAN INVESTMENT BANK（国際機関） ₄. ₉₅% ₂₀₁₉/₃/₁ ₃₈₆, ₇₂₈ 
EUROPEAN INVESTMENT BANK（国際機関） ₆% ₂₀₁₄/₄/₂₂ ₁₉₉, ₃₂₄ Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₉. ₅% ₂₀₃₁/₇/₁₅ ₃₅₈, ₃₈₆ 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） ₇% ₂₀₂₇/₅/₁₅ ₁₉₈, ₀₂₅ EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） ₇. ₂₅% ₂₀₁₆/₂/₈ ₃₅₆, ₂₈₉ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作 成 期 当 期 末

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円 ％ ％ ％ ％ ％
イ ン ド ネ シ ア ₆₁₂, ₅₅₀, ₀₀₀ ₅₄₈, ₄₀₅, ₆₇₉ ₄, ₇₇₁, ₁₂₉ ₉₆. ₈ ― ₆₆. ₆ ― ₃₀. ₃ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートにより、邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₃ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円

インドネシア Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₁₀. ₇₅₀₀ ₃₅, ₀₀₀, ₀₀₀ ₃₆, ₇₂₄, ₄₅₀ ₃₁₉, ₅₀₂ ₂₀₁₆/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₇. ₃₇₅₀ ₁₃₅, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₃₄, ₇₆₇, ₈₀₀ ₁, ₁₇₂, ₄₇₉ ₂₀₁₆/₀₉/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₇. ₀₀₀₀ ₁₂, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₁, ₁₈₃, ₂₈₀ ₉₇, ₂₉₄ ₂₀₂₂/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₆. ₃₇₅₀ ₇₇, ₈₀₀, ₀₀₀ ₅₆, ₉₈₇, ₇₂₂ ₄₉₅, ₇₉₃ ₂₀₄₂/₀₄/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₆. ₁₂₅₀ ₂₈, ₇₅₀, ₀₀₀ ₂₃, ₀₄₃, ₉₈₇ ₂₀₀, ₄₈₂ ₂₀₂₈/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₆. ₆₂₅₀ ₁₇₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₃₆, ₂₉₀, ₇₀₀ ₁, ₁₈₅, ₇₂₉ ₂₀₃₃/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₈. ₃₇₅₀ ₁₁₆, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₁₁, ₆₆₆, ₂₄₀ ₉₇₁, ₄₉₆ ₂₀₃₄/₀₃/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₈. ₇₅₀₀ ₂₃, ₀₀₀, ₀₀₀ ₂₂, ₃₃₁, ₈₅₀ ₁₉₄, ₂₈₇ ₂₀₄₄/₀₂/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₉. ₀₀₀₀ ₁₅, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₅, ₄₀₉, ₆₅₀ ₁₃₄, ₀₆₃ ₂₀₂₉/₀₃/₁₅ 

合　計 銘柄数 ₉銘柄 
金　額 ₆₁₂, ₅₅₀, ₀₀₀ ₅₄₈, ₄₀₅, ₆₇₉ ₄, ₇₇₁, ₁₂₉ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートにより、邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₀月₁₇日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公    社    債 ₄, ₇₇₁, ₁₂₉ ₉₆. ₈ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁₅₇, ₉₈₃ ₃. ₂ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₄, ₉₂₉, ₁₁₂ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客直物電信売買相場の仲値をも

とに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートにより邦貨換
算したものです。なお、₁₀月₁₇日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリ
カ・ドル＝₁₀₆. ₃₉円、₁₀₀インドネシア・ルピア＝₀. ₈₇円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₄, ₈₆₀, ₃₅₄千円）の投資信託財産総額
（₄, ₉₂₉, ₁₁₂千円）に対する比率は、₉₈. ₆% です。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 ₁₉
（保管費用） （ ₁₃）
（その他） （ ₆）

合 計 ₁₉
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注 ₂ ） 各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₀月₁₇日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 4, 929, 112, 942円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₈₇, ₁₂₇, ₅₃₂  
公 社 債（評価額） ₄, ₇₇₁, ₁₂₉, ₄₁₂  
未 収 利 息 ₅₃, ₇₁₄, ₁₈₁  
前 払 費 用 ₁₇, ₁₄₁, ₈₁₇  

（Ｂ）負 債 2, 250, 000  
未 払 解 約 金 ₂, ₂₅₀, ₀₀₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 4, 92₆, 8₆2, 942  
元 本 ₄, ₁₃₂, ₇₇₀, ₆₅₁  
次 期 繰 越 損 益 金 ₇₉₄, ₀₉₂, ₂₉₁  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 4, 132, 770, ₆51口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11, 921円

＊ 期首における元本額は₅, ₀₈₇, ₇₂₇, ₅₅₉円、当期中における追加設定元本額は
₇₂₇, ₀₅₈, ₆₀₃円、同解約元本額は₁, ₆₈₂, ₀₁₅, ₅₁₁円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）₄, ₁₁₆, ₇₀₆, ₅₃₃円、ダイ
ワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 ₁ 回決算型）₁₆, ₀₆₄, ₁₁₈円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₁, ₉₂₁円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₀月₁₈日　至₂₀₁₄年₁₀月₁₇日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 343, 8₆2, 807円

受 取 利 息 ₃₄₃, ₈₆₂, ₈₀₇  
（Ｂ）有価証券売買損益 △  74, 253, 737  

売 買 益 ₁₆₃, ₇₈₂, ₃₇₄  
売 買 損 △  ₂₃₈, ₀₃₆, ₁₁₁  

（Ｃ）そ の 他 費 用 △  8, 3₆1, 0₆₆  
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 2₆1, 248, 004  
（Ｅ）前期繰越損益金 708, 327, 829  
（Ｆ）解 約 差 損 益 金 △  283, 420, 989  
（Ｇ）追加信託差損益金 107, 937, 447  
（Ｈ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 794, 092, 291  

次期繰越損益金（Ｈ） 794, 092, 291  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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